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氏名： 鈴木 研太 すずき けんた 

職位：准教授 

学位：博士（理学）埼玉大学 

資格：博物館学芸員、第一種衛生管理者、日本生理学会認定 生理学エデュケーター、 

日本公衆衛生学会認定 公衆衛生専門家 

専門分野：生物学、神経科学、内分泌学、公衆衛生学、疫学、保健統計学 

研究テーマ： 

・脳の可塑性を制御する行動内分泌機構の解明 

・認知症予防・メンタルヘルス支援の科学的アプローチと地域での実践 

・大学教育における学修支援とメタ認知的アプローチの開発 

・医療系学生によるボランティア活動の実践と学びの評価 
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在学生にひとこと：気軽に質問・相談に来てください。いつでも welcome です。 


